
　政府や自治体などの行政機関が収集・保有してきた公共データを二次利用しやすい形で公開する
オープンデータ は，ビッグデータと共に大きな経済効果をあげることが期待されています。本研究では
オープンデータの経済効果の推計を行うことを目的として，先行研究の批判的検討からオープンデータ
の範囲やその活用の定義を行い，オープンデータの活用による経済効果の推計を行う視点と方法を確
立することを目的としています。最終的に複数の政策シナリオによる経済波及効果を定量的に「見える
化」して示し，政府・自治体などの公共機関においてオープンデータを推進する際の政策的課題を提起し
ます。

　オープンデータの活用による経済効果は行政機関等が主導するものの，公開され二次利用が可能な
外部資源を産業分野が活用して新たなビジネスモデルを作り市場創出をする点でオープンイノベーショ
ンの典型例として考えられます。本研究は，アンケート調査等を通じて推計対象の直接情報の収集とそ
の積み上げによって日本のオープンデータ活用による経済効果を推計しようとするものであり，独創的
な研究であると同時に，学術的にも意義の高い研究です。今年度は先行研究の資料調査を踏まえてオー
プンデータの活用・効果分析を行うフレームワークを確立し，オープンデータ化をすでに実施している日
本の182地方自治体へのアンケート調査によってコストや被利用度，民間利用の可能性を把握するとと
もに，自治体間の情報伝播ネットワーク
を集計・解析を進めることによって，自治
体のオープンデータ化比率やコスト-ベ
ネフィットに関する分析を行いました。今
後も調査分析を進めることによって，複
数の政策シナリオによる経済波及効果を
定量的に「見える化」して示す予定であ
り，OECD諸国に比べてオープンデータ
化が遅れていると考えられる日本におい
ては，政府・自治体などの公共機関にお
いてオープンデータを推進する際の政
策的課題を提起する，社会的にも意義の
高い研究です。
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研究者紹介

　Open Data, the data which were collected, made public, and are possessed and reorganized by 
administrative agencies into a form convenient for the secondary use, are expected to bring about 
large positive economic effects, together with big data. The purpose of this research is to establish 
the viewpoint and the way to estimate economic effect by establishing a definition of the range and 
utilization of open data to assess the economic effect of utilizing open data based on the prior 
research. Finally, economic ripple effects brought about by plural political scenarios will be quantita-
tively "visualized" in order to present a challenge to the administrative agencies when they advance 
the use of open data.
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Research of Economic Effect Estimation by Utilization of Open Data

研究テーマ名

　本プロジェクトでは，呼気を用いた簡易疾病診断法の実現に必要不可欠な分子検知素材やデバイスの
創出を目指しています。この目標のために，(1)色調や発光の増強・消光により特定分子を検知・認識で
きる固体材料の創製，(2)特定分子の吸着の場合にのみ抵抗変化を示す導電性薄膜の創製および(3)疾
病と呼気中分子の相関に関するデータベース作成を進めています。

　本プロジェクトは総合理工学研究科の材料研究者と医学部の臨床検査の専門家からなる医・理工連携グ
ループにより，近年注目されている非侵襲性簡易診断法の一つである“呼気診断”を実現するために必要な
材料，デバイス，データベース構築を主眼とすることを特色とした研究です。このプロジェクトを推進すること
により，次のような研究成果を得られています。
(1)層状複水酸化物(LDH)/アルキルスルホン酸(CnS)/フルオレセイン(AFD)複合体に関して，アルキル鎖
長の異なるCnSを用いた複合体およびCnSとしてブタンスルホン酸を用いた薄膜（LDH/C4S/AFD）を作
製し，①この材料に吸着する水分子の影響をCnSにより制御できること，②薄膜についてもセンシング能が
確認できたこと，③薄膜においてアルデヒドが検知できる可能性が示唆できました。【図（1）】
(2)カチオン交換性粘土であるサポナイトの層間にMg2+を中心金属としたポルフィリンを高密度で集積した
材料が，空間の相対湿度に応じて連続的な色調変化を示すこと，さらに，この色調変化が空間中に含まれる
VOC分子に応じた色調になることを示し，この材料が色調により分子検知できる材料であることを示すこと
ができました。【図（2）】
(3)Ga添加ZnO透明導電膜の電気伝導度が，空間の相対湿度に応じた変化を示すだけでなく，NH3をも検
知できる可能性が示唆できました。一方で，水分子の脱着に長時間を要することから、素子の清浄化方法の
検討が必要であることがわかりました。【図（3）】
　今後は，疾病－呼気中分子のデータベースの構築を急ぐとともに，このデータベース化で得られた各疾病
に特有な分子を検知・認識できる材料系の創出研究を進め，実際の呼気診断装置の実現を目指します。
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グループ紹介

　In this research project, we aim at developing materials and devices for detecting  specific mole-
cules, which is essential to realize a simple diagnostic technique of diseases by using the aspirated 
air. For our goal, we are investigating the following research themes: (1) preparation of solid materi-
als with detecting and recognizing ability for specific molecules by color change and/or enhance-
ment/quenching of light emission, (2) preparation of conductive thin films, which exhibit resistance 
change by adsorption of specific molecules on the surface, and (3) database establishment for the  
interrelationship between specific molecules in the aspirated air and specified diseases.
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